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「いざという時に使える。」訓練

西地区地震防災指導員８名は、日頃、各自主防や小学校の防災訓練、土砂災害、富士山火山避難訓練

などに参加してきました。

昨年は、能登半島地震や南海トラフの注意情報の発表、また、今年で阪神大震災から３０年を経て、

身の回りの危険を知る自助やご近所同士の声の掛け合いの共助などの地域を主体とした防災対策の重要

性が高まっています。

西地区指導員も、災害時に限らず役に立つAEDなどの救急法、地震発生時まず必要なトイレ対策な

どの訓練の充実や、災害の特性を取り入れたいざというときに使える身近な内容を増やしていきたいと

思っています。

今後も、地域の防災力向上のための訓練に励んでいきたいと思っております。

紹 介担当区氏名

令和７年度も地区幹事、皆さんのために頑張ります。石脇原 雅彦

生粋の裾野生まれです。地元防災の充実のために頑張ります。佐野本宿植松 行男

阪神大震災から現場派遣、防災の専門家、防災対策のベテランです。佐野上宿 佐野若狭佐野 松太郎

スポーツ推進委員兼ねて、地元のために尽くします。佐野二加賀美 正之

指導員２年目、地域の人達と一緒に防災について勉強しています。元町 上町 緑町伊東 健一

７０歳過ぎて、防災士・応急手当指導員となりました。まだまだ現役指導員です。富沢 南町池田 豪

富士山南東消防本部救急法指導員兼ねる救急法の専門家です。桃園 二ツ屋一二 大畑伊東 貴美代

指導員歴17年目の頼れる大先輩、交通指導員を兼ねて市民の安心・安全に努めています。堰原 伊豆島田 水窪髙橋 保夫

※令和７年度は、このメンバーで防災訓練に参加します。よろしくお願いします。

【自主防訓練などへの参加の様子】

【西地区地域地震防災指導員メンバー紹介】

心肺蘇生・AED訓練

いざというときに「あわてない。」

（西小学校）

大きな地震があっ
たら「まず、トイ
レの準備を」

自助(食料品の備蓄・家具の転倒防止など)
共助(声かけ)が大切です。

「人が倒れている。」
安全・状態確認
→居合わせた人が

協力して

ぼうさい講話

防災用トイレ使用法

地震体験車指導

設立45周年



ぼうさいだより

こんにちは！ 裾野市東地区の地域地震防災
指導員会メンバー８名は、２７の区の地域の皆
さんを対象に、様々な防災活動を行っています。

「ぼうさいだより」では、昨年度の防災活動の
一端を紹介させていただきます。

令和６年は、元旦の「能登半島地震」に始まり、
地震・豪雨など大きな災害がありました。今後も、
「南海トラフ地震」の臨時情報などにも気をつ
けて、「自分のいのちは自分で守る！」を基本
に、地域の皆さんとともに「自分たちのまちは
自分たちで守る！」を目標に災害に強い東地区
を目指しましょう！

なお、防災に関わる困りごとがあれば、私たち
防災指導員あてに何なりとご相談下さい。

「公文名３区・本茶区防災訓練」
・心肺蘇生法指導・AED操作体験

「向田小学校」 ・地震体験学習

「フェスタすその」
・富士山噴火噴煙実験、

火山灰を触る体験、
火砕流・溶岩流実験

・消費生活展（防災グッズ展示）

「東地区コミュニティ祭」
・けむり体験ハウスで防煙体験

裾野市地域地震防災指
導員会
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我々防災指導員は、講習会・勉強会などで知識技能の向上を図り、皆さんの訓練指
導要請にその成果を十分発揮できるよう努力しています。
ここでは、出動した訓練指導をご紹介します。

裾野市で想定される災害は、「南海トラフ」、「相模トラフ」での大地震や富士山噴火
があります。また、近年全国で発生している豪雨での災害など、いつ被災してもおか
しくない状況です。皆さんにおかれましては、ご家庭での食料等備蓄や訓練参加で
災害に備え、いざというときに少しでも「減災」に繋げられるようお願いいたします。

6/17（月）深良小学校に
て4年生47名に起震車で
震度5強の揺れを体験し
てもらいました。
8/30（金）深良中学校全

生徒に心肺蘇生訓練を
指導しました。

学校訓練関係

各区地域防災訓練関係他

10/20～12/8の間で行われ、各自主防からの訓練要請に基づき、心肺蘇生（AED）・
三角巾法や防災講話（富士山噴火・南海トラフ地震・避難所運営）などを行いました。

深良地区以外では、避難所運営ゲーム（HUG）の指導や、10/19生活消費展での防
災用品展示説明や、10/20に開催された「フェスタすその」での富士山噴火、起震車
での地震体験、心肺蘇生体験指導などに出動しました。

最後に
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防災指導員の役割と日々の活動
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富岡地区では9名~10名が日々活動して
おります。

防災指導員の役割と日々の活動を紹介
し、今後の地域住民の防災意識向上に
繋げていきます。

活動内容
①小学校での起震車による体験学習
②区の自主防災会との防災訓練

③月１回の勉強会や県主催の研修及
び防災専門家による講演会への参加
を通して、防災指導員のスキルアップ

富岡保育園での防災訓練では保
育士さん達が子供達を守る為に
心肺蘇生法用やAEDの訓練をし
ました。

市では富岡地区コミュニティセン
ターにAEDを室外設置しました。

これにより深夜でも使用可能にな
りました。
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須山地区防災指導員名・担当区

担 当 区氏 名№

須山一区杉 山 元 治1

須山二区中 村 公 一2

須山三区川 口 博 久3

須山四区・別荘地区辛 島 克 已4

須山六区田 中 貢5
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須山2区防災訓練

須山6区防災訓練
別荘区防災訓練

１．令和6年度の主な活動
①毎年恒例となっている須山小学校での地震体験車の指導を、２・４・６年生を対象に行いました。
②地区内の防災訓練は、２区・６区・別荘区にて、救急法 （心肺蘇生、AED、三角巾）の指導を行
いました。

２．須山地区のAED設置場所（公共機関）の紹介
①須山支所 ②須山小学校 ③須山中学校
④須山幼稚園 ⑤消防署須山分遣所 ⑥６区集会所
⑦デイサービス須山センター ⑧農協須山支店
⑨大野路キャンプ場
上記以外は、インターネットで「裾野市AED」にて検索
できますので参考にしてください。

地震体験車（須山小）


